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This study presents the case study of the lesson study in a primary social studies 
classroom in Japan. The result indicates to propose a new method of social studies 
lesson study. While previous methods tended to pay less attention to the context of 
school and children because of the focus of generalization, this study highlights the 
reality of diverse children in a classroom settings. Throughout the study, we 
compared the two items: The structure of the subject, namely, triangle relation of 
goals, contents, and methods and learner 's learning structure. Comparing the two 
items, we could see the effect of the process of teaching and learning on the children. 
It means that we can propose the new method by focusing on the reality of the 
classroom.  
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授業研究の過程は 4 ステップ 6 活動に組織され
る。分析には，目標―内容―方法の「教科の構造」
と，授業記録のプロトコルを用いる。 





































前節で述べた 4 ステップ 6 活動の社会科授業改
善研究に沿って改善研究の実際を対象とした授業，
単元「情報産業とわたしたちのくらし―情報を創






















ステップ 3 実際の授業過程に即した 
子どもの変容 







ステップ 1 政策レベルの「教科の構造」 
目標 
内容 方法































表 1 補助教材「新聞社の働き」の構成 
 
図 2 教科書の知識の構造図 
（注記：1 『新しい社会 5 下』pp. 80-81 より著者作成 





















































とに，想定されている内容と，該当ページが単元   
内で果たすと思われる役割を抽出した。 
















(2)ステップ 2 活動②：対象授業の位置づけ 





―」（全 9 時間）の中の 8 時間目に該当するもの
である。本単元は，小学校社会科学習指導要領（平
成 20 年 3 月告示）第 5 学年(4)のアの内容に基づ
いて設定されたものである。 
 
（3）ステップ 2 活動③：単元構造の分析 

































































本時の構成・構造を上の表 3 に示す。表 3 も，
表 2 と同様の方法で作成した。 





















































図 3 教師の概念的枠組み 
（注記：著者が本時の学習指導案より要素を抽出
し推定したものである。） 
図 4 本時の知識の構造図 
（注記：1  本時のプロトコルをもとに，著者が要素を抽出して作成した。 
2 実線部は実際に授業で見て取れるもの，破線部は著者が推定するものを表している。 
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